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敦賀発電所１号機の第２７回定期検査開始について 
 

当社、敦賀発電所１号機（沸騰水型軽水炉：定格出力３５万７千キロワット）は、明

日２月２６日から約２ヶ月の予定で、第２７回定期検査を実施いたします。 
定期検査を実施する主な設備は、次のとおりです。 
 
（１） 原子炉本体 
（２） 原子炉冷却系統設備 
（３） 計測制御系統設備 
（４） 燃料設備 
（５） 放射線管理設備 
（６） 廃棄設備 
（７） 原子炉格納施設 
（８） 非常用予備発電装置 
（９） 蒸気タービン及び蒸気タービン付属設備 
なお、敦賀発電所１号機では２月５日よりコーストダウン運転※を実施しており、出力

降下開始時の電気出力は、約９３％の予定です。 
 
※ コーストダウン運転： 
沸騰水型軽水炉においては、通常、燃焼の反応度の低下に伴い、炉心流量の増加や制御

棒の引き抜き操作を行い、低下した反応度を補償することで定格出力を維持している。

しかし、運転期間の末期においては、これらの操作による反応度補償を行わないで、燃

料の反応度低下に伴い電気出力が余々に低下する。この運転をコーストダウン運転とい

う。 
 

以上 
 
 
別紙  敦賀発電所１号機 第２７回定期検査の概要 
 
  



 

  

別紙 
 

敦賀発電所１号機 第２７回定期検査の概要 
 
１． 主要工事等 
（１） 制御棒取替工事 
炉内の制御棒７３本中、今定期検査で取り替え予定の５本について、中性子吸収材にハ

フニウム板を使用した新型制御棒(注１)を採用する。 
 
（注１） 新型制御棒は中性子吸収材を従来のボロンカーバイド粉末からハフニウム板に

変更することにより、炉内で長期間使用可能となる。  
（添付―１） 

 
（２）シュラウドサポート点検工事  
前回の定期検査（第２６回定期検査）で発見されたシュラウドサポートのひび割れ対策

の一環として、シュラウドサポート内側について新たに開発した自走式の小型水中テレ

ビカメラを用い、目視点検を行う。  
（添付―２） 

 
（３） 定格熱出力一定運転関連工事  
定格熱出力一定運転を導入するにあたり、運転管理方法の信頼性をより一層向上させる

ため、中央制御室に原子炉熱出力を常時表示する原子炉熱出力表示器を設置する。また、

発電機および主変圧器の構成部品の温度上昇限度によって定まる運転制限範囲を超えな

いよう監視するため、発電機無効電力警報を設置する。  
（添付―３） 

 
２． 運転中に発生したトラブルの対策工事 
（１） 排ガスジェットポンプ駆動用蒸気配管修繕工事 
平成１３年４月１０日に発生した、気体廃棄物処理系統にある排ガスジェットポンプ駆

動用蒸気供給配管からの蒸気漏れに対し、漏えい箇所に充填材による補修を実施した配

管の取替および原因調査を行う。 
 
（２） 原子炉安全保護系チャンネルＡスクラムに係る機器点検工事 
平成１３年１０月９日に原子炉安全保護系チャンネルＡスクラム警報が発報したが、運

転状態において確認可能な点検でも異常が認められなかった。このため、運転中に確認

できなかった、リミットスイッチや端子台等の点検を行う。 
 
 



 

  

（３） タービン衛帯蒸気系ドレン配管修繕工事 
平成１３年１０月２４日に発生した、タービン衛帯蒸気系ドレン配管からの蒸気漏れに

対し、漏えい箇所に充填材による補修を実施した配管の取替および原因調査を行う。 
 
３． 燃料取替計画 
燃料集合体全数３０８体のうち、６８体（全て新燃料集合体で、５６体は９×９燃料集

合体、１２体は高燃焼度８×８燃料集合体）を取替える予定である。 
 
４． 運転再開予定 
原子炉起動・臨界       平成１４年４月中旬 
発電再開（調整運転開始）   平成１４年４月中旬 
定期検査終了（営業運転再開） 平成１４年５月中旬 
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添付―１  制御棒取替工事 
添付―２  シュラウドサポート点検工事 
添付―３  定格熱出力一定運転関連工事 
 
  



 

  

 
 
  



 

  

 
  



 

  

 


